
●  今後、地域再⽣生・地域活性に関わりたいと考えている⽅方（学⽣生・社会⼈人・⼤大学教職員、NPO職員など）
●  復復興の現場の課題は何かを知り、⾃自分に何ができるのかを考えていきたい⽅方
●  地域再⽣生を図っていくためには、どのように課題を発⾒見見していくのか知りたい⽅方

対象

東北北学院⼤大学 　⼟土樋キャンパス８号館（３階）第３・４会議室  
〒９８０-‐‑‒８５１１ 　宮城県仙台市⻘青葉葉区⼟土樋⼀一丁⽬目3-‐‑‒1

会場

2014年年3⽉月14⽇日（⾦金金）1４：３０〜～1７：１0（1４：２0開場）

エントリーフォーム
よりお申込み
ください

開催⽇日

お申込みはこちらから

申込み

★参加にあたって★
 　事前に、配布される事例例に対して、ご⾃自⾝身の考えをまとめていただく課題がございます。
 　お申込みいただいた後、別途メールにて事前課題をお送りいたします。

Webフォームよりお申込みください。   　 　 　 　 　 　
http://www.etic.or.jp/recoveryleaders/caselearning02/

問合せ 特定⾮非営利利活動法⼈人  ETIC.（担当：諸）  
    〒150-‐‑‒0041  東京都渋⾕谷区神南1-‐‑‒5-‐‑‒7  APPLE  OHMIビル4階  
      TEL:03-‐‑‒5784-‐‑‒2115  /  FAX:  03-‐‑‒5784-‐‑‒2116    /  E-‐‑‒mail:  fukkou@etic.or.jp  

東北北ラーニングコミュニティがおくる   事例例を活⽤用したラーニングセッション

主催： 　株式会社ラーニングイニシアティブ、NPO法⼈人ETIC. 　共催：東北北学院⼤大学地域共⽣生推進機構  

復復興現場の課題を知り、参加者同⼠士で議論論し、これからわたしたちができることは
何かを考えていくラーニングセッション(復復興現場の疑似体験セッション)です。

特定⾮非営利利活動法⼈人アスヘノキボウ 　代表理理事 　⼩小松洋介 　経歴
宮城県仙台市出⾝身
２００５年年３⽉月：東北北学院⼤大学⽂文学部史学科卒業
２００５年年４⽉月：リクルート⼊入社。ブライダルカンパニー配属
 　 　 　 　 　 　 　 　仙台で3年年間営業マン時代を過ごし、
 　 　 　 　 　 　 　 　4年年⽬目に⻘青森拠点⻑⾧長、
 　 　 　 　 　 　 　 　6年年⽬目に札幌チームリーダーを歴任。
２０１１年年９⽉月：リクルート退社

退職後3ヶ⽉月間、被災地の⾃自治体、商⼯工会、商⼯工会議所、
観光協会などを廻りヒアリングを続け、今後、被災地に
必要な⽀支援を模索索。被災地に必要な⻑⾧長期的な⽀支援は「産
業の復復興」と導きだし、その進捗に奮闘している⼥女女川町
と出会い、⼥女女川町復復興連絡協議会戦略略室へ⼊入室。被災地
では唯⼀一と⾔言われている、地元の⺠民間団体による復復興計
画の制作に関わる。現在、事業者の再建や新規事業の⽴立立
ち上げに奮闘中。


